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目的： 

母親が子どもと一緒に過ごす間にデジタルメディア（携帯電話、タブレット、パソコンなど）を使用することと子どもの神

経発達との関連は、まだ十分な検討がなされていません。本研究では、母親が子どもと一緒に過ごす間のデジタルメ

ディア使用時間と 2 歳児の神経発達との関連を検討しました。 

 

方法： 

母親が子どもと一緒に過ごす間の一日あたりのデジタルメディア使用時間は、1)なし、2）1 時間未満、3）1 時間以上 2

時間未満、4）2 時間以上の 4 群に分類しました。2 歳の子どもの神経発達は、新版 K 式発達検査 2001 を用いて、姿

勢運動、認知適応、言語社会の 3 領域と 3 領域を合わせた全体的な発達を評価しました。3,786 人を対象とし、重回

帰分析を用いて、母親のデジタルメディア使用時間と子どもの神経発達の関連を検討しました。 

 

結果： 

母親が子どもと一緒に過ごす間にデジタルメディアを使用していない群と比べて、1 時間以上 2 時間未満使用してい

る群（偏回帰係数：-3.07）、2 時間以上使用している群（偏回帰係数：-5.24）で、言語社会領域の発達指数が有意に低

いことがわかりました。また、2 時間以上使用している群（偏回帰係数：-2.07）では、全体的な発達指数も有意に低い

結果でした。1 時間未満であれば、有意な結果は認められませんでした。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究では、母親が子どもと一緒に過ごす間にデジタルメディアを 1 日 1 時間以上使用した場合、2 歳児の言語発達

と負の関連があり、2 時間以上使用した場合、全体的な発達とも負の関連があることがわかりました。幼い子どもがい

る母親にとってデジタルメディアの使用は、他者との交流、感情のコントロール、孤独の緩和など有益なものでもあり

ます。1 日 1 時間未満の使用であれば、子どもの神経発達との関連は認められませんでした。本研究の限界は、デジ

タルメディアの使用時間は母親の自己申告によるものであり、客観的測定方法に基づく検討が求められます。また、

子どもの成長に伴う長期的な関連についてはさらなる検討が必要です。 

 

結論： 

母親が子どもと一緒に過ごす間にデジタルメディアを 1 日 1 時間以上使用することは、子どもの言語発達と負の関連

が認められました。特に 2 時間以上の使用は、子どもの全体的な発達とも負の関連があることがわかりました。一

方、1 時間未満の使用であれば子どもの神経発達との関連は認められませんでした。 

 


